
【授業概要】本講義は、歴史と比較の観点から初学者
向けに公法を論ずる。授業では、ローマ法に共和政体
（res publica）の起源を探り、18世紀末からの米国と
フランスにおける民主革命の展開について考察する中
で、両国における公法の主たる概念（主権、国家、法
制、権力分立、公益など）の相違を分析する。

授業テーマ
Theme

フランスと米国の公法：比較法的検討と、
EU法との関係について

Public Law in France and the United States：
A Comparative Study and some Perspectives for 

European Law

科目名
Subject

プログラム講義
EUエキスパート人材養成

特別講義
Kobe University Programme for European 

Studies (KUPES) Special Lecture

単位
Credit

1単位/ 1 credit

使用言語
Language

英語/English

教室
Classroom

Ⅶ４０５
六甲台第1キャンパス社会科学系フロンティア館４Ｆ
Frontier Hall for Social Sciences 4F, Rokkodai 1st Campus

対象学生
Target student

学部2・3年および博士前期(修士)課程1年

B2, B3, and M1 students
※卒業、修了年次の学生は履修不可

※KUPESに選抜された学部1年生も受講可

履修方法
Registration

希望者は、12月23日（月）から1月10日（金）17時
までに法学研究科学部・大学院教務係窓口で登録して
ください。
Applicants must register at the office of the academic 
affairs section of the Faculty/Graduate School of Law from 
Mon, Dec 23 to Fri, Jan 10, 17:00.

EUエキスパート人材養成プログラム（KUPES）特別講義

Date & Time Schedule
Feb 19 (Wed) 2nd and 3rd periods
Feb 20 (Thu) 2nd, 3rd, and 4th periods
Feb 21 (Fri) 2nd and 3rd periods
Feb 24 (Mon) 2nd period (Exam)

【ティラール准教授 経歴】2009年パリ・パンテオン=
アサス大学・法学博士（公法）。2010年よりパリ・ナ
ンテール大学法学部准教授（公法）。2015年〜2018
年、ニューカレドニア大学法学部、派遣准教授兼務。
2014年、2015年に神戸大学法学部にて集中講義。欧
州を中心に比較財政法専門。

Associate Prof. Manuel TIRARD
Paris Nanterre University
マニュエル・ティラール
パリ・ナンテール大学准教授

KUPES HP


